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図 2 一括ダウンロードしたデータの配置 
 











を Windows 上の exe 形式にラップし，アイ
コンへのファイルのドラッグ & ドロップで実
行できるようにした[1]．これには採点結果を別















|- grades.csv or grades.xls 
|   # 学生成績一覧 
|- 学生氏名, ID/  # 学生毎フォルダ 
|  |- (学生フォルダ)_submission_text.html 
|  |    # html 形式の提出物 
|  |- timestamp.txt  #提出日時 
|  |- 提出物の添付/ 
|  |  |- 添付ファイル 1 
|  |  |- 添付ファイル 2 
|  |  |   : 
|  `   `  
|- 学生氏名, ID/  # 次の学生フォルダ 







(b) Html テキストのインライン表示 



























































科目２科目で利用している．受講者数は 30 ～ 
50 人である．端末室で行う演習で課した課題や
宿題について次の授業までに閲覧し採点すると
ともに，全体の講評を次回の授業で行うことで
活用している．課題によっては受講者の進捗状
況を EXCEL の表にまとめグラフ化して授業
で示している．本ツールの利用によってこのよ
うな作業の効率が大幅に改善した． 
 
4 おわりに 
本報告では Sakai の課題ツールが一括ダウ
ンロードできることに着目し，これから必要な
情報を１枚のページにまとめるプログラムを作
成することでユーザ教員自身により生産性を改
善する試みを報告した．今後の課題として以下
のことを引き続き検討してゆきたい． 
 ユーザサイドでのツールとして学生に採点
結果だけでなくコメントをフィードバック
するように拡張すること． 
 固定した学生の並びだけでなく，テキスト
マイニングなどを活用して学生の回答内容
でグルーピングなどすることで採点やコメ
ント付与を支援すること． 
 細かなことであるが，学生が提出した添付
ファイルには学生名が含まれない．そのた
めどの学生のファイルか分からないことも
ある．とりわけ EXCEL は同一名のファイ
ルを複数開けない．ファイル名に学生名な
どを含めることでこの問題を緩和する． 
また，本報告はユーザサイドでの改善である
が，これを Sakai そのものに移転し，システ
ムサイドで展開することや，CMS のような 
Web ベースのシステムについて，ユーザサイド
の改善を可能にするようなシステムの在り方も
今後の課題である． 
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